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00介護施設・障がい者施設の建築は弊社にお任せ下さい。豊富な実績をもとにサポートいたします。



01日中サービス支援型とは

１つの敷地に包括型２棟（10人定員×2棟） １つの敷地に日中支援型１棟（20人定員×1棟）

【軽度障がい者グループホーム＝包括型】
敷地面積：約１２０～１４０坪
延床面積：約１１０～１４０坪

（２棟の場合）
（２棟２０戸の場合）

※新築の場合、１棟あたり１０戸しか建設できないルール

【重度障がい者グループホーム＝日中サービス支援型】
敷地面積：約１４０～２００坪
延床面積：約１４０～１６０坪
※新築の場合、１棟あたり２０戸しか建設できないルール

（１棟の場合）
（１棟２０戸の場合）

or



01日中サービス支援型とは

□ 障がい者が重度になっても、支援を手厚くすることで引き続き自立に向けた支援を地域で実現！
□ シフトは包括型とほぼ変わらない。異なる点としては、夜勤が必須となる。

ここは従来通り！



01日中サービス支援型とは
POINT
01

区分3以上を基本とした中重度の障がい者を対象としたGH
▶ 入居者は日中活動も可能であり、その場合、区分1・2の人も入居可能

POINT
02

1棟10室ルールが20室まで設置可能に
▶ 包括型GHよりもスケールメリットを活かすことができる

POINT
04

重度対応であるが故により手厚い人員配置が必要
▶ 常勤スタッフの配置や1ユニットに1名の夜勤が必須に

POINT
05

軽度向けよりも基本の報酬が高くなっている
▶ 単価が上がる分、人件費も増加することを考慮すること

POINT
03

ショートステイの併設が義務化
▶ 1週間程度の短期間の泊まりのサービス体制が必要



02日中サービス支援型の収益構造とは
保険収入とは、グループホーム内で、障がい者に対して生活等のサービス（食事や身の回りのお世話）
を行うことによって、国の制度により支払われる対価（病院診療時、個人：3割、国：7割と同じ制度）

（8,220円＋1,490円）×30日×20人＝5,826,000円

例えば・・・
区分4の方が20人1か月入居した場合の計算



03日中サービス支援型の運営会社にヒアリング
・入居者は知的・精神障害を持つ区分４前後の人（5～6の人も多い）
・日中はホーム内にいることが多く、外出の際はスタッフが同伴することも
・よって日中はスタッフが３～４名は必須。※運営方針や入居者区分によっても変わります

・客単価は25~30万前後（うち7.5～8万が家賃管理費食費）で、
月商は500~550万程度

・人件費は300万～320万で、売上に対し60%を切ることを目指している。
・包括型とさほど人件費率は変わらないが利益額をポイントに置いている。
・スタッフはサビ管1名+4名配置。夜勤2名は必須。
・加算は医療連携加算を取得しているが、それ以外はないに等しい。
・入居者は概ね開設1か月程度で15名くらいになり、2か月目に満床になる

※上記は実際に日サ型を運営する事業者にヒアリングした結果です。1つの例としてご理解下さい。



8

介護・障がい者施設の開設相談は実績多数の弊社にお任せ下さい
土地探しから運営フォローまでまでトータルサポートいたします

※上記実績は一部抜粋となります。



9

お電話でのお問合せ・ご相談（無料）

0120-293-198
［受付時間］10:00～18:00（土日定休日）

下記のフリーダイヤルからご連絡ください。

検 索トッケン建築 岐阜

WEBでのお問合せ・ご相談（無料）
下記からお気軽にアクセスいただけます。

事業収支・シフト・
スタッフ採用などに
ついて聞いてみたい

他社情報や建て貸し情報、
土地情報について知りたい

新築・改修における開設相談
や建築の流れを知りたい


